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　　◆素粒子実験や原子核実験の加速器に使用されている　

　　　　ＲＦ　信号（５００ＭＨｚ）を３２１分の１の周波数に分周します。

　　◆入力されたＲＦ信号（５００ＭＨｚ）に周期した、１～１/３１２遅延したタイミングで

　　　　パルスを出力します。

　　◆出力信号は、ＴＴＬレベル　１系統とＮＩＭレベル　２系統（パルス幅可変付）
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　　入力

　　入力　　入力

　　入力

　　　　◇周波数 ： ５００ＭＨｚ（サイン波）

　　　　◇信号レベル ： ５００ｍＶ～１Ｖ（

P-P

）

　　出力

　　出力　　出力

　　出力

　　　　１）　TTL

　　　　　　　インピーダンス ： ５０Ω

　　　　　　　信号レベル ： ２．５V/５０Ω終端時

　　　　　　　立ち上がり、立ち下がり時間 ： ３nS以下

　　　　　　　パルス幅 ： 約５０nS

　　　　２）　NIM１/NIM２

　　　　　　　インピーダンス ： ５０Ω

　　　　　　　信号レベル ： ＮＩＭ信号（０～－０．８Ｖ）　

　　　　　　　立ち上がり、立ち下がり時間 ： １．５ｎＳ以下　

　　　　　　　パルス幅可変範囲 ： １０～８０ｎＳ（５０ｎＳ）

　　　　　　　位相モード ： ＦＡＳＴ・SLOW・ＳＩＮＧＬＥ・ＳＴＥＰ

　　◆入出力のコネクタは標準のレモコネクタを使用しております。

　　◆ケース幅はNIM規格の1幅です。

　　◆消費電流 ： 　－６Ｖ　約２３０ｍA　

　　 　　　　　　　　 　＋６Ｖ　約３３０ｍＡ
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